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Le庁 - ad入2+言b(1-6'4^4+C(ト 6)2^2(aiO-2Ai)2+去 錘 3･FiJ･･ '4)
ただし､人はd一波型スピノン対の振幅､
ad - mFX 一 警 (ト 6)2ln(
2e7
7T･W入),tb-欝 β2-F, C- 諾監 閥 ,
Di-ai-2iAi, Fi3･-aiAj-ajAi, (5)
である.さらに人のポテンシャル部分より､平均場近似において次の結果が得られる｡











LB - 去 * iJ･Fij･C(1-6)2^2･;[4-写 2cos(2aBi)], (7)
ただし､ユニタリー ･ゲージをとることにして､ベクトル場Bi≡Ai-aiO/2を導入したo
lFij-aiBJ･-83･Bi･]


























































8.tLZ O.01 0.0 0.04 0.1 0.12 0.140.180.18 01
p(T)lh/e2]
140 1巾 1加 280
TlKJ
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